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る他者のことばと行為を代表 るものとみなされ ばあ 、かれは「人為的人格」とされる。



























いして以下の信約をむすぶ。 「わたくしはこのひとまたはひとびとのこの合議体を権威づけ、それに自己を統治するわたくし 権利 あたえる。それはあなたもおなじよ にして、あなたの権利 かれにあたえ、かれのすべての行為を権威づけるという条件においてであ 。 」こうして一人格に統一された群衆はコモンウェルス（ラテン語ではキウィタス）とよばれる。










































































































































































































































































































































































































p.951. 並木浩一訳「ヨブ記」 『旧約聖書Ⅳ』 （岩波書店、二〇〇五年）四三二頁。
（
5）









































































































































































































































































































































































































 Ibid.,p.452. 二〇 頁。
（
83）





























































 高木仁三郎『市民科学者として生きる』 『高木仁三郎著作集第九巻』 （七つ森書館、二〇〇四年）五四四頁。
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